
子宮頸がん検診について
　子宮下部の管状の部分を子宮頸部と呼び、その部位に生ずるがんを子宮頸がんと言います。以前は発症のピークが
40～50歳代でしたが、最近は20～30歳代後半の若い女性に増えてきており、30歳代後半がピークとなっています。
国内では毎年約1万人の女性が子宮頸がんにかかり、約3000人が亡くなられています。2000年以降は患者数も死亡
率も増加しています。
　子宮頸がん検診は、子宮頸がんの早期発見・早期治療に努めるとともに、子宮頸がんの正しい知識の普及・啓発を
図ることにより、市民自らの健康管理に資することを目的に米原市が行っているものです。対象は米原市に住民登録を
している20歳以上の女性です。それ以外にも受診資格の条件がありますので、詳しくは市に確認してください。
　検査方法は、腟内に突出する子宮下部の子宮頸部表面を専用のブラシなどで擦り、細胞を採取し、癌細胞や前癌病
変の細胞があるかないかを顕微鏡を用いて調べるというものです。体への侵襲は低い検査です。検診後２～３日は性
器出血が続くこともありますが、１週間以内には止まります。検診後出血がなければ入浴やプール等も可能です。検診
結果は「精密検査の必要は認められません。」もしくは「精密検査が必要です。」のいずれかの区分で、受診後3～4週
間後に、ハガキにて報告されます。精密検査が必要な場合は必ず、再度検診を受診された医療機関にて説明を聞き、
がんの早期発見のためにも精密検査を受診してください。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長浜赤十字病院  産婦人科部長　中
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１月の救急医療 1/1
（日・祝）

１/２
（月・振休）医 療 体 制

令和4年度のがん検診無料クーポン券対象者で、まだ
受診していない人は、この機会に検診を受けましょう。
対象者には、6月初旬にクーポン券を送付しています。

※年齢は令和5年3月31日現在
※指定医療機関は市公式ウェブサイトに掲載

ー休日に具合が
　　悪くなったときー
休日の内科・小児科の救急医療
は、当番制で対応しています。
感染症対策のため、受診前に必
ず電話連絡をし、マスクの着用・
健康保険証・お薬手帳・母子健康
手帳などをお忘れなく。

小児救急電話相談　短縮ダイヤル♯８０００　☎077-524-7856

こどもの救急ウェブサイト　□URL　http://kodomo-qq.jp/

●相談日時　平日・土曜日 18時～翌朝8時/日曜日・祝日 9時～翌朝8時
●対象者　県内在住の１５歳以下のお子さんとその家族
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第一次
医療体制
（比較的軽症なとき）

長浜米原休日急患診療所
（長浜市宮司町1181－２　☎0749-65-1525）
受付時間 8時30分～11時30分 12時30分～17時30分

診療時間
8時30分～
翌朝8時30分

子どもの場合
上記以外

第二次
医療体制
（重症なとき）

日赤　…長浜赤十字病院

市民　…市立長浜病院

乳がん検診・子宮頸がん検診「無料クーポン券」
の有効期限は令和5年3月31日(金)です。

　対象　次の全ての要件に当てはまる人
・接種日に65歳以上
　(60～64歳で一定の障がいがある人を含む)
・10月1日から12月31日までに指定医療機関で
　接種費用(2,260円)を支払って予防接種を受けた人
・生活保護世帯または住民税非課税世帯に属する人
　持ち物　
印鑑、領収書(レシート不可)、通帳などの振込先の
口座番号等がわかるもの
　申し込み　
令和5年3月31日(金)までに、健康づくり課、山東
支所、各市民自治センターまたは各行政サービス
センターで行ってください。
　　

　

高齢者インフルエンザ予防接種
自己負担金を助成します

□問 市 健康づくり課　☎53-51２５　□FAX 53-51２８
健康 Information

無料クーポン対象者 昭和56年4月2日～
昭和57年４月１日生まれ

長浜赤十字病院は市へ
申し込み。その他の医療
機関は直接予約

乳がん検診

予約方法

無料クーポン券
対象外の人の受診料

2,000円（50歳未満）
1,500円（50歳以上）

平成13年4月2日～
平成14年４月１日生まれ

指定医療機関へ直接予約

子宮頸がん検診

1,700円

１月と２月は「はたちの献血キャンペーン」月間です！
若年層の献血協力者数は年々減少傾向にあり、寒さが厳しくなるこれからの季節は献血者が少なくなります。
新たに「はたち」になる皆さんを中心に献血を呼び掛けていきますので、ご協力ください。
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